
A313 

△ABC において，頂点 A から BC に下ろした垂線の足を

D，Dから CA，ABに下ろした垂線の足を，それぞれ E，

F とする。同様に，頂点 Bから CAに下ろした垂線の足を

G，Gから AB，BCに下ろした垂線の足を，それぞれ H，

I とし，頂点 Cから ABに下ろした垂線の足を J，Jから 

BC，CAに下ろした垂線の足を，それぞれK，Lとする。

また，JLと GH，DFと JK，GIと DEの交点を，それぞ

れ P，Q，Rとする。 

このとき，六角形DRGPJQの面積を三角形の 3辺 cba ,, を

用いて表せ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（解）六角形 DRGPJQ の面積は，3 つの平行四辺形 PJSG，

QDSJ，RGSDの面積の和である。 
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ここで，△ABCの面積を S とおくと 
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（別解）右の図のように，六角形 DRGPJQの面積は，△ABCから赤 3個の三角形と青 3個の三角形を引けば求

められる。 

いま，BC＝ a，CA＝b，AB＝cとおく。 
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ここで，△ABCの外接円の半径をRとすると，
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同様に 

△DCE＋△GRE＝ CcR 3cos ，△GAH＋△JPH＝ AaR 3cos ， 

よって，赤 3個の三角形と青 3個の三角形の面積の和は 
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従って，六角形 DRGPJQの面積は 
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